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第４ 編 施策の展開 

1． 施策体系 
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2． 施策の柱 

Ⅰ新たな森林環境管理体制の推進 

 

施策の方向 

令和 3 年 4 月に開校し た「 奈良県フォ レス タ ーアカデミ ー」 において、 森林環境管理士、 森林環

境管理作業士を計画的に養成し ま す。  

ま た、森林技術センタ ーの研究成果をフォ レ ス タ ーアカデミ ーのカリ キュ ラ ムに反映する と と も

に、奈良県フォ レ ス タ ーの活動によ って明ら かになった課題を研究テーマと し て取り 上げる こ と に

よ り 、 各主体の連携を強化し ま す。  

ま た、新たな森林環境管理体制の推進の担い手と なる 奈良県フォ レ ス タ ーを引き 続き 市町村に配

置する と と も に、 奈良県フォ レ ス タ ーがこ れま で以上に能力を発揮でき る 環境づく り を進めま す。 

ま た、 林業事業者等における 雇用の安定化、 労働安全衛生水準の向上を図り 、 新たな森林環境管

理制度を担う 人材確保を促進し ま す。  

 

現状・ 目標値 

 

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 目標値(R12)  施策 

森林環境管理士・ 森林環

境管理作業士の養成の

状況を 評価する 指標と

し て活用 

森林環境管理士・ 森林環

境管理作業士 

資格取得者数（ 累計）  

60 人 

(R3-6 累計)  

172 人 

(R3-12 累計)  

奈良県フ ォ レ ス タ ー 

アカデミ ーの運営及び 

奈良県森林技術セン タ ー 

と の連携強化 

奈良県フ ォ レ ス タ ーの

市町村配置の 状況を 評

価する 指標と し て活用 

奈良県フ ォ レ ス タ ーの

配置人数 

（ 累計）  

9 人 

(R5-6 累計)  

30 人 

(R5-12 累計)  

県・ 市町村連携によ る  

奈良県フ ォ レ ス タ ー 

制度の運用 

森林環境管理を 担う 人

材の確保の状況を 評価

する 指標と し て活用 

林業の新規従事者数 

（ 期間累計）  

127 人 

(R3-6 累計)  

191 人 

(R8-12 累計)  

新た な 森林環境管理制度

を 担う 人材の確保 
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施策の概要 

 (1)奈良県フォ レ ス タ ーアカデミ ーの運営及び奈良県森林技術センタ ーと の連携強化 

令和３ 年４ 月に開校し た奈良県フォ レ ス タ ーアカデミ ーにおいて、森林環境の維持向上に関する

専門的な知識を有し 、 かつそれを実践でき る 技術、 技能を備えた人材（ 森林環境管理士・ 森林環境

管理作業士） を養成し ま す。  

ま た、 新たな森林環境管理では、 広葉樹植栽や天然更新によ る 混交林（ 恒続林・ 自然林） への誘

導等を推進する ために、 その技術や誘導方法に関する 調査研究を継続的に実施し ていき ます。  

 

目標 森林環境管理士・ 森林環境管理作業士を計画的に養成し ま す。  

 

関連指標 

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 目標値(R12)  

森林環境管理士・ 森林環境管理作業士の養

成の状況を評価する 指標と し て活用 

森林環境管理士・ 森林環境管理作業士 

資格取得者数（ 累計）  

60 人 

(R3-6 累計)  

172 人 

(R3-12 累計)  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

①森林環境管理士・ 森林環境管理作業士の養成 

奈良県フォ レ ス タ ーアカデミ ーのフォ レス タ ー学科（ 2 年制） において森林環境管理を実践・ 指

導する 「 奈良県森林環境管理士」 を、 森林作業員学科（ 1 年制） において森林の作業現場で高度な

技能を発揮でき る 「 奈良県森林環境管理作業士」 を養成し ま す。  
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事業例 

○奈良県フォ レ ス タ ーアカデミ ーの運営 

○オープンキャ ンパス の開催 

○市町村や林業事業者等と 連携し たイ ンタ ーンシッ プの実施 

○就業準備給付金の給付 

○フォ レ ス タ ー交流サロ ンを活用し た情報共有（ 在校生・ 卒業生・ 県・ 市町村・ 林業事業体等）  

 

②奈良県森林技術センタ ーによ る 新たな森林環境管理の調査研究の推進   

新たな森林環境管理を推進する ため、 ス イ ス 型林業の試験地（ 十津川村内、 川上村内） の分析・

調査を継続し ながら 、 本県にふさ わし い人工林の恒続林化のための技術・ 手法等の調査研究に取り

組みま す。  

事業例 

○ス イ ス 型林業の試験地（ 十津川村内、 川上村内） の分析・ 調査 

○人工林の恒続林化のための技術・ 手法等の調査研究 

○紀伊半島３ 県連携によ る 森林環境管理の推進方策等の研究 

○混交林化の効果調査 

 

 (2)県・ 市町村連携によ る 奈良県フォ レス タ ー制度の運用 

県は、 職員（ 森林管理職） を奈良県フォ レ ス タ ーアカデミ ーで研修さ せ、 奈良県フォ レ ス タ ーと

し て任命し 、 令和５ 年４ 月よ り 市町村に配置し ていま す。  

奈良県フォ レ ス タ ーは、 市町村に長 期派遣さ れ、 地域の状況に応じ た森林環境管理の推進役を担い

ま す。  

ま た、奈良県フォ レス タ ーが継続的かつ最大限に能力を発揮する ために必要と なる 奈良県フォ レ

ス タ ー制度の拡充など、 環境づく り に取り 組みま す。  

 

目標 奈良県フォ レ ス タ ーを市町村に計画的に配置し ま す。  

 

関連指標 

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 目標値(R12)  

奈良県フ ォ レ ス タ ーの市町村配置の状

況を 評価する 指標と し て活用 

奈良県フ ォ レ ス タ ーの配置人数（ 累計） 9 人 

(R5-6 累計)  

30 人 

(R5-12 累計)  

 

① 奈良県フォ レ ス タ ーの計画的配置 

奈良県フォ レ ス タ ーに任命する 予定の奈良県職員（ 森林管理職） に森林環境管理士資格を取得さ

せ、 市町村に計画的に配置し ま す。 奈良県フォ レス タ ーは、 市町村から 県が受託する 森林法に基づ

く 伐採届に関する 事務や森林経営管理法に基づく 計画業務などを行い、地域の状況に応じ た森林環

境管理を推進し ま す。  
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事業例  

○奈良県フォ レ ス タ ーの養成 

○奈良県フォ レ ス タ ーの市町村配置 

 

② 奈良県フォ レ ス タ ー制度の拡充  

市町村に配置し た奈良県フォ レ ス タ ーが継続的かつ最大限に能力を発揮する ために必要と なる 、

森林技術センタ ーや農林振興事務所、 本庁によ る 支援や、 キャ リ アアッ プに向けた制度の拡充に取

り 組みま す。  

 

事業例 

○市町村に配置し たフォ レ ス タ ーのフォ ロ ーアッ プ 

○奈良県フォ レ ス タ ーのキャ リ アアッ プ制度の確立 

 

(3)新たな森林環境管理制度を担う 人材の確保 

県内の林業従事者数は平成 27 年には 690 人、 令和２ 年には 550 人と 減少傾向にあり ま す。 計画

期間最終年度である 令和 12 年度の施業面積（ 6,100ｈ a/年） に対応する ためには、 高性能林業機械

の導入等労働生産性の向上を考慮し たと し ても 、 ５ 年間で 191 人の新規従事者が必要と なり ま す。 

こ のため、 奈良県フ ォ レ ス タ ーアカデミ ーでの人材養成の他、「 緑の雇用」 現場技能者育成対策

事業や林業就業支援講習会などを通し て、 新規の従事者を確保・ 育成する と と も に、 効率的かつ安

定的な林業経営を行う 「 地域の中核的な林業事業体」 を育成し 、 雇用条件や労働安全衛生水準の向

上と いった雇用管理の改善を促進する こ と によ り 、 林業就業従事者が安心し て就業し 、 働ける 環境

の整備に取り 組みます。  

さ ら に、 吉野林業に代表さ れる 質の高い木材生産を次の世代に繋げていく ため、 その育林技術や

高齢級・ 大径材伐採技術の継承を図り ま す。  

 

目標 森林環境管理を担う 人材を確保し ま す。  

 

関連指標  

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 目標値(R12)  

森林環境管理を 担う 人材の確保の状況

を 評価する 指標と し て活用 

林業の新規従事者数（ 期間累計）  127 人 

(R3-6 累計)  

191 人 

( R８ -12 累計)  
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① 新規林業従事者の確保・ 育成・ 定着への支援     

新規林業従事者の確保・ 育成・ 定着に向け、 奈良労働局、 奈良県林業労働力確保支援センタ ー、

奈良県森林組合連合会、 奈良県フォ レ ス タ ーアカデミ ー等と 連携し て、 就業希望者への情報提供、

合同会社説明会などを実施する こ と によ り 、 雇用のマッ チングや新規就労に関する 広報・ 啓発活動

等に取り 組みま す。  

さ ら に、 効率的かつ安定的な林業経営を行う 「 地域の中核的な林業事業体」 の育成を図り 、 林業

従事者が安心し て就業し 、 働ける 環境の整備に取り 組みま す。  

 

事業例 

○新規林業従事者確保等のための関係団体支援 

・ 奈良県林業労働力確保支援センタ ー、 奈良県森林組合連合会によ る 合同会社説明会開催 

・ 奈良県林業労働力確保支援センタ ーによ る 雇用管理講習会開催 

○地域の中核と なる 林業事業体の育成 

 

② 林業労働の安全衛生確保対策 

林業従事者の安定的な確保及び計画的な若返り を図る ため、奈良県林業労働力確保支援センタ ー

と 連携し 、 雇用関係の明確化、 雇用の安定化、 労働安全衛生水準の向上、 雇用条件の改善など林業

従事者が安心し て就業でき る 取組を推進する と と も に、 林業・ 木材製造業労働災害防止協会奈良県

支部と 連携し て総合的な安全衛生講習の受講を促し ま す。 ま た、 労働強度の軽減と なる 高性能林業

機械等の導入支援に取り 組みま す。  

 

事業例 

○林業事業者に対する 雇用管理・ 改善指導 

○林業労働の安全衛生確保対策の巡回指導 

○特殊健康診断の促進 

○高性能林業機械等の導入支援（ 森林組合、 林業事業者等）  

 

③ 伝統的な育林・ 伐採技術の継承  

吉野林業に代表さ れる 高品質で付加価値の高い木材を生産する 育林技術や、 高齢級・ 大径材の伐

採技術の継承に取り 組みま す。  

 

事業例 

○育林・ 保育の促進 

○高度な林業技術の継承促進 

 

  


